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＊丈夫な歯をつくるためにはカルシウムのほか

たんぱく質やビタミンＡ・Ｃ・Ｄ、リンなど

様々な栄養素が必要です。栄養バランスのよ

い食事を心がけましょう。

小鹿野町学校給食センター
２０２４年6月

給食センターブログ開設中。ぜひ、アクセスしてみて下さい。

https://oganokyushoku-center.blogspot.com/

「人生100年時代」といわれるようになりました。

生涯にわたって、心身ともに健康で生き生きと暮ら

していくために、あらゆる世代の人が「食べる力」

を身につける必要があります。特に、子どもたちに

対しては、健全な心と体を培い、豊かな人間性を育

んでいく基礎となる「食育」を、家庭・学校・地域

が連携し、推進していくことが重要です。

心と身体の健康を維持できる 食事の重要性や楽しさを理解する 食べ物の選択や食事づく

りができる

一緒に食べたい人がいる（社会

性）

日本の食文化を理解し伝え

ることができる
食べ物やつくる人へ感

謝の心をもつことがで

きる

食べる意欲の基礎

をつくり、食の体

験を広げる

食の体験を深め、

自分らしい食生活

を実現する

健全な食生活を実

践し、次世代へ伝

える

食を通じた豊かな生

活の実現、次世代へ

食文化や食に関する

知識や経験を伝える

買い物や料理など、

一緒に食事の支度をする

家族や仲間と楽し

く食卓を囲む

地域の郷土料理や

行事食を味わう

◎◎よくかむと、どんなよいことがあるの？
よくかんで食べる習慣を身につけることで、心や体の健康にとって

よいことがたくさんあります。６つのよいことを確認してみましょう。

○ 食べものの味をより味わうことができる。

○ 食べすぎを防ぐことができる。

○ だ液がたくさん出て、虫歯を防ぐことができる。

○ 消化を助け、栄養の吸収が高まる。

○ あごの骨や筋肉が発達して、歯並びがよくなる。

○ 脳のはたらきがよくなり、心を安定させる。

よくかんで食べるための工夫
☆かみごたえのある食べものを食べる。

☆材料を大きめに切る。

☆水分で流し込みながら食べない。

☆急がずに落ち着いて食べる。

☆いつもより多くかみようにする。 など

QRコードでも

アクセスできます！


